
住
民
個
別
の
避
難
計
画

常
総
根
新
田
町
内
会
が
検
討
会

昨
年
9
月
に
鬼
怒
川
決
壊
な
ど
の
水
害
に
襲
わ
れ
た
常
総
市
で
、
住
民
一
人
一
人
が
洪
水
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
検
討
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
根
新

田
町
内
会
の
第
⊥
回
検
討
会
が
2
0
日
、
同
市
中
妻
町
の
根
新
田
会
館
で
行
わ
れ
、
国
土
交
通
省

や
市
の
担
当
者
が
居
住
地
域
の
水
害
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
住
民
に
説
明
し
た
。
検
討
会
は
竃

と
2
回
行
わ
れ
、
住
民
は
家
族
構
成
な
ど
に
応
じ
た
個
別
の
防
災
行
動
計
画
（
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
）
を
来
年
2
月
ま
で
に
作
り
上
げ
る
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
災
害
発
生

か
ら
逆
算
し
て
自
治
体
や
住
民

の
取
る
べ
き
行
動
を
時
系
列
で

ま
と
め
た
表
。
昨
年
の
水
害
を

受
け
、
県
内
の
鬼
怒
川
流
域
自

治
体
で
は
既
に
作
成
を
終
え
て

い
る
が
、
国
交
筈
で
は
目
標
で

あ
を
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
目

ノ
ー
ト
に
記
入
し
な
が
ら
水
害
リ
ス
ク
に
つ
い

て
学
ぶ
根
新
田
町
内
会
の
人
た
ち
t
I
常
総
市
中
妻
町

指
す
た
め
、
個
人
や
家
族
単
位

で
の
作
成
に
も
着
手
。
モ
デ
ル

地
区
に
は
常
総
市
若
宮
戸
の
町

内
会
も
選
ば
れ
た
。

根
新
田
町
内
会
に
は
現
在
的

⊥
0
0
世
帯
4
0
0
人
が
加
入

し
て
い
る
。
昨
年
の
水
害
で
は

9
割
の
世
帯
で
床
上
浸
水
の
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
住
民
へ

の
情
報
伝
達
用
と
し
て
2
年
前

に
導
入
し
た
一
斉
シ
ョ
ー
ト
メ

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
が
威
力
を
発

揮
、
住
民
避
難
な
ど
に
役
立
っ

た。
こ
の
日
の
検
討
会
に
は
7
3
世

帯
8
6
人
が
出
席
し
、
国
交
省
や

市
の
担
当
者
ら
が
過
去
の
水
害

状
況
な
ど
を
説
明
。
参
加
者
は

鬼
怒
川
の
浸
水
想
定
区
域
図
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
自
宅
の
立

つ
土
地
の
水
害
リ
ス
ク
を
改
め

て
把
握
し
た
。

昨
年
の
水
害
時
に
ど
う
や
っ

て
逃
げ
た
か
な
ど
も
配
ら
れ
た

専
用
の
ノ
ー
ト
に
記
入
。
災
害

に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
。

国
交
等
下
館
河
川
事
務
所
の

里
村
真
吾
所
長
は
「
家
族
構
成

や
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
な
ど

は
各
家
庭
で
異
な
る
。
マ
イ
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
通

じ
、
全
員
が
避
難
の
プ
ロ
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
。
同
町

内
会
の
鈴
木
孝
八
郎
区
長
（
褐
）

は
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
っ
て

お
け
ば
早
め
早
め
に
行
動
で

き
、
家
財
も
安
全
な
場
所
に
避

難
さ
せ
ら
れ
る
。
今
回
の
検
討

会
に
合
わ
せ
、
町
内
会
版
も
ぜ

ひ
作
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た。
検
討
会
に
は
警
察
や
消
防
、

防
災
に
詳
し
い
大
学
教
授
な
ど

も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
る
。
次
回
の
開
催
は
来
年
ュ

月
を
予
定
し
、
若
宮
戸
の
第
1

回
検
討
会
は
今
月
2
7
日
に
行
わ

れ
る
。
　
　
（
今
橋
憲
正
）


